
                          

     

六
月
二
十
二
日
、
令
和
五
年
度
「
第
一

回
障
害
者
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
」
を

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル
に

て
開
催
し
ま
し
た
。 

 

本
年
度
は
、
初
め
て
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方

式
で
開
催
し
、
会
場
参
加
一
〇
八
名
、
オ

ン
ラ
イ
ン
参
加
一
一
八
名
、
計
二
二
六
名

の
参
加
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

初
め
に
「
令
和
五
年
度
障
害
雇
用
助
成

金
制
度
」
と
題
し
、
厚
生
労
働
省 

埼
玉

労
働
局 

職
業
安
定
部 

職
業
対
策
課 

雇
用
開
発
係
長 

長
島
裕
高
氏
に
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

来

年

度

か
ら
法
定

雇
用
率
が

段
階
的
に

引
き
上
げ

ら
れ
る
こ
と
を
見
据
え
、
参
加
者
の
多
く

が
高
い
関
心
を
持
っ
て
受
講
し
ま
し
た
。 

 

長
島
氏
の
講
演
に
つ
い
て
は
「
助
成
金 

     

制
度
は
と
て
も
重
要
で
あ
る
が
、
そ
の
仕

組
み
や
背
景
な
ど
判
り
や
す
い
説
明
で
、

と
て
も
よ
か
っ
た
」、「
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用

助
成
金
制
度
の
説
明
を
受
け
た
こ
と
で
、

障
害
者
雇
用
に
つ
い
て
よ
り
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
け
る
き
っ
か
け
が
で
き

た
」
等
の
感
想
を
頂
戴
し
ま
し
た
。 

続
い
て
、
株
式
会
社
山
水
花
園 

代
表

取
締
役 

山
﨑
浩
一
氏
よ
り
、『
障
害
者

雇
用
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
』
の
事
例
発

表
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

生

花

生

産

販

売
を

展

開

す

る

同

社

の
事

例

発

表
に

は
、「
障
害
者
を
受
け
入
れ
る
に
あ
た
り
、

出
来
な
い
こ
と
で
は
な
く
出
来
る
こ
と

に
着
目
し
て
全
員
で
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
に
胸
を
打
た
れ
た
」
「
障
害
者
に
対

す
る
対
応
の
仕
方
に
つ
い
て
新
し
い
発

見
が
あ
っ
た
」
「
同
社
の
取
り
組
み
に
動

機
づ
け
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
積
極
的
に
障
害

者
雇
用
に

つ
い
て
考

え
て
い
き

た
い
」
等
、

多
く
の
前

向
き
な
感

想
を
頂
戴

す
る
こ
と

が
で
き
ま

し
た
。 

     

令
和
五
年
度
『
埼
玉
県
特
例
子
会
社
連

絡
会
』
を
五
月
二
十
四
日
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ 

Ｙ
ｏ
ｕ
さ
い
た
ま
に
て
開
催
し
ま
し
た
。 

埼
玉
県
内
に
本
社
ま
た
は
事
業
所
を

置
く
特
例
子
会
社
が
抱
え
る
共
通
課
題

の
解
決
に
繋
が
る
セ
ミ
ナ
ー
と
見
学
会

及
び
意
見
交
流
に
よ
り
、
県
内
の
障
害
者

雇
用
促
進
を
図
る
体
制
を
築
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。 
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「
埼
玉
県
特
例
子
会
社
連
絡
会
」 

四
年
ぶ
り
に
企
業
見
学
を
実
施 

 

第
一
回 

障
害
者
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー 

～ 

会
場
参
加
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催 

～ 

 

埼玉労働局 長島 氏 

 

山水花園 山﨑 氏 



当
日
は
、
リ
モ
ー
ト
参
加
で
特
例
子
会

社
五
十
四
社
五
十
四
名
と
会
場
参
加
同

二
十
五
社
二
十
九
名
、
埼
玉
県
及
び
当
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
を
含
め
、

全
体
で
百
十
四
名
が
出
席
し
ま
し
た
。 

第
一
部
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
『
障
害
者

雇
用
ト
ラ
ブ
ル
解
決
法
』
と
題
し
、
関
哉

法
律
事
務
所 

弁
護
士 

関
哉
直
人
氏

に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

各

企

業

が

身

近

に

感
じ
る
、
あ

る

い

は

実

際

に

発

生

し
た
事
例
を
中
心
に
弁
護
士
な
ら
で
は

の
見
解
を
具
体
的
に
ご
紹
介
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

第
二
部
の
企
業
見
学
会
で
は
、
株
式
会

社
武
蔵
野
銀
行
の
特
例
子
会
社
で
あ
る

株
式
会
社
む
さ
し
の
ハ
ー
モ
ニ
ー 

就

労
サ
ポ
ー
ト
担
当
部
長 

精
神
保
健
福

祉
士 

久
保
田
賀
津
弥
氏
よ
り
、
同
社
の

『
障
害

者
雇
用

の
取
り

組
み
』

に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
い
た
後
、
障
害
者

雇
用
の
現
場
を
二
班
に
分
か
れ
て
見
学

す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。 

 

第
三
部
の
グ
ル
ー
プ
別
情
報
交
換
会

で
は
、『
各
社
の
課
題
』
を
テ
ー
マ
に
、
意

見
交
換
し
ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
は
、「
弁
護
士
な
ら
で
は

の
新
し
い
視
点
・
気
づ
き
が
得
ら
れ
た
」、

「
多
く
の
ト
ラ
ブ
ル
事
例
を
紹
介
し
て

頂
き
イ
メ
ー
ジ
が
し
や
す
か
っ
た
」、「
企

業

見

学

会

で

の

会

社

と

し

て

の

想

い

を

リ

ア

ル

に

聞

く

こ

と

が

で
き
、
作
業

場

の

雰

囲

気

や

従

業

員

の

方

の

働

く

姿

を

肌
で
感
じ
る
こ
と
で
、
今
後
の
職
域
拡
大

の
参
考
に
な
っ
た
」
等
の
多
く
の
感
想
を

頂
戴
し
ま
し
た
。 

  

          

厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局
は
、
令
和
四

年
度
の
障
害
者
の
職
業
紹
介
状
況
を
取

り
ま
と
め
、
公
表
し
ま
し
た
。 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
た
障
害
者
の

新
規
求
職
申
込
件
数
は
一
一
、
五
八
九
件

で
、
対
前
年
度
比
一
・
五
％
増
と
な
り
、

ま
た
、
就
職
件
数
は
四
、
二
四
一
件
で
、

対
前
年
度
比
三
・
五
％
増
と
な
り
ま
し
た
。 

産
業
別
の
就
職
件
数
は
、
多
い
順
に

「
医
療
、
福
祉
」（
一
、
三
七
一
件
、
構
成

比
三
二
・
三
％
）、「
製
造
業
」（
五
八
一
件
、

同
一
三
・
七
％
）、
「
卸
売
業
、
小
売
業
」

（
五
二
一
件
、
同
一
二
・
三
％
）
に
な
っ

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
水
準
に
向

け
た
改
善
が
見
受
け
ら
れ
る
と
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

第 2 回 障害者雇用 

サポートセミナーご案内 

令和5年9月13日(水)

に浦和コミュニティセンタ

ーコムナーレ 10 階多目的

ホールにて開催いたしま

す。詳細が決まりましたら

ホームページに掲載いたし

ます。 

＊
詳
細
は
、
埼
玉
労
働
局
Ｈ
Ｐ
、

【h
ttp

s
://js

ite
.m

h
lw

.g
o
.jp

/s
a
ita

m
a
-

ro
u

d
o
u

k
yo

k
u

/c
o
n

te
n

t/c
o
n

te
n

ts
/
0

0
1

4
7

3
9

1
9

.p
d
f

】
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

情 

報 

ひ 

ろ 

ば 
 

埼玉労働局発表 令和４年度ハローワークにおける障害者の職業紹介状況等より 

障
害
者
の
就
職
件
数 

コ
ロ
ナ

禍
以
前
の
水
準
に
向
け
改
善 

 

 

弁護士 関哉 氏 むさしのハーモニー 

久保田 氏 


